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ネルヴァルの「黄金のロバ」について
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　その頃私たちは、ふつう革命のあとや、偉大な治世の衰
微のあとにやってくる一種異様な時代に生きていた。
（……）それは（…：・・）一なにかしらペレグリヌスやア
プレイウスの頃を思わせる時代だったのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　「シルヴィ」D
　ネルヴァル研究者、ジャン・リシェJean　Richerは、1955年に、「ジェラール・ド・ネルヴァル
作、黄金のロバ」L’δne　d’or　Par　GERARI）DE　NE1～VALという文章を発表した2）。それによると、
ネルヴァルは、1842年に、エドモン・テクシエEdmond　Texier、あるいはアルセーヌ・ウーセイ
Arsさne　Houssayeと共同で、「黄金のロバ、ペレグリヌスによる誠刺集」L’伽θd’or，　recueil　sati・
rique　Par　P6r6grinUSという本を書いたと言う。そして、ジャン・リシェは、その本のうちの第一
章から第五章までと、結語の部分を、ネルヴァルの手になるものと推定し、リシェが故アルベール・
ベガγAlbert　B6guinと共に編集していたプレイヤード版「ネルヴァル作品集」第三版（1960）に、
その該当部分を収録した3）。それ以後「黄金のロバ」（の一部分）はネルヴァルの作品とみなされる
ようになったが、この小論においては、アプレイウスApu16eの作品4）と同じ題名を持つこの作品の
発見の経緯、及びネルヴァルのものとするその根拠，並びにその内容について、若干の考察をしてみ
ようと思う。
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　まず、上に述べたリシェの文章に従って、話を進めよう。
　「メルキュール・ド・フランス」誌Mercure　de　Franceの1955年5月1日号に掲載されたその文
章によれぽ、リシェはジュール・クラルシーJules　Claretieの書いた文章に注意を引かれた。クラ
ルシーはペトリュス・ボレルP6trus　Borelの伝記5）を書いたが、その伝記の中で、1845年頃に出版
されたボレルの「黄金のロバ」L’δne　d’orという選集の主な共同執筆者の中に、ネルヴァルの名を
挙げていると言うのだ。のみならずその文章の引用までしてあった。そこで、リシェは国立図書館を
初め、あちこちの図書館を調べたが、それらしい本は見つからなかった。そうした時に、ある人一
ペイローブ嬢Mlle　Peyraube・一一か転国立図書館にエドモン・テクシェ作とされた「黄金のロバ」
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Ane　d’orという本がある、という情報を得た。
　その本は124頁の小さな12折判で、ラヴィーニュ書店刊、イポリット・ティヤール社印刷となって
いたが、中を読んでみると、それはクラルシーの引用した本ではなかった。しかし、内容的には、明
らかにネルヴァルのテクストを含んでいるように思われたので、リシェは、1840年から1850年までの
「フランス著述目録」BibliograPhie　de　la　Franceを綿密に調査した。その結果、目録にはリシェ
が発見した本しか載っていないことが分かった。このペレグリヌス作「黄金のロバ」は、調刺集とし
て分類され、番号は860番、1842年2月19日刊としてある。従って、クラルシーは、この本と別の本
とを混同していたのだろう、とリシェは考えた6）。
　つまり、リシェはクラルシーの指摘から出発して、クラルシーの引用している本とは別の「黄金の
ロバ」に出会ったということになるのだが、では「混同」された本は何だったのだろうか。ジャソ・
スヌリエJean　Senelier「書誌の試み」Essai　de　Bibliographie（Nizet，1959）の「黄金のロバ」
の項目には、ボレルやユゴーたちによる同名異本がアルスナル図書館にある、と指摘してある。それ
は1844年、18折本で8頁の、「絵画雑誌」Revue　Pittoresqueから抜粋した選集となっている。実物
を見ていないので、どのようなものかは分からないが、8頁というとパソフレットのようなものだろ
うか。クラルシーの言うボレルの「黄金のロバ」は、この本かも知れない。
　さて、話をもとに戻そう。「あぼかれた文学の欺隔」Les　suPercheries　litteraires　devoil6esを書
いたヶラールQu6rardによれぽ、ペレグリヌスというペソ・ネームは三人の作家が使っており、こ
の本（つまりペレグリヌスの「黄金のロバ」）は、エドモソ・テクシエのものであると言う。つま
り、国立図書館の分類と同じである。リシェは、このペソ・ネームが、ネルヴァルとウーセイの使っ
ていたロード・ピルグリムLord　Pilgrimというペソ・ネームに似ていると言うが、どんなものだ
ろう。この本の主人公はペレグリヌスという名前であって、その著者名と同じである。この主人公
は、古代ギリシア犬儒派の哲学者であるペレグリヌス・プロテウスP6r6grinus　Prot6eの霊魂であ
って、オリュムピアの競技会で焼身自殺した際に、昇天するはずの霊魂が別の少年の肉体の中に転生
してしまい、以来千数百年の間、様々な肉体の中に転生を繰り返して来た、という設定である。そし
て十九世紀の貴族の死体に転生したことから、この物語が始まるのだが、要するに、単に主人公の名
を作者の名としただけのこととも考えられるのである。ロード・ピルグリムとの類似を持ち出すより
も、むしろ単純にそう考えた方がよいのではないか。
　次に、リシェはネルヴァルとテクシエの関係について述べている。この本の刊行された1842年2月
という日付は、ネルヴァルにとっては、どういう時期だったのか。このすぐ後の1842年6月5日に、
彼の女神とも言うべきジェニー・コロソJenny　Colon（オーレリア）が死んでいるが、それは別と
して、その前年の1841年2月21日、あるいは23日に、最初の狂気の発作がジェラールを襲う。そして
マダム・ド・サソニマルセルの精神病院に入り、5月1日にはジュール・ジャナソJules　Janinの
記事一いわぽネルヴァルの精神の「墓碑銘」一が、「デパ」紙ノbκ7㎜1des　1）9batsに掲載され
る。5月21日には、再び発作が起き、エミール・ブランシュ博士のモンマルトルの病院に入院し、11
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月21日まで、そこにとどまる。1842年のネルヴァルの動静は、はっきりしないが、4月5日にアルセ
ーヌ・ウーセイの結婚式に列席、4月23日には、300フラソの救援金を受けとっている7）。「つまり、
彼の健康はまだ静養が必要であり、不規則にしか仕事が出来なかったと言うことだ」8）とリシェは言
っている。そしてこの時期に、ネルヴァルのために、出版社や内務省（救援金の関係だろう）とかけ
あっていたのが、友人テクシエであった。従って、テクシエが一人で、出版元に「黄金のロバ」の原
稿を持っていったことも考えられ、そこでこの著名なジャーナリストが、その作品の作者と誤解され
たのかも知れない、とリシェは推定する。
　しかし、そうは言うものの、この作品の全体がネルヴァルのものとは考えられない、とリシェは言
う。全部で124頁のこの本のうち、74頁以降は政治問題を扱っており、その認刺も直接かつ個人的
で、ほとんど中傷的な表現が用いられている。それは、ネルヴァルにおいては他に見られないもので
あるから、この部分は、テクシエか、アルセーヌ・ウーセイのものとするのがふさわしいだろう、と
リシェは考えた。
　とすると、「黄金のロバ」はネルヴァル、テクシエあるいはウーセイの共作ということになり、そ
の共同執筆老のうちの一人の名が、作者として示されたことになるだろう。著者名の問題に関するリ
シェの結論は、おおよそ、このようなものだ。
　次にリシェは、題名および内容の検討に移る。
　「黄金のロバ」という題名は、アプレィヴスの作品の題名と同じである。ネルヴァルはこの作家、
およびその作品に何度となく言及している。リシェは、その例として「幻視者」Les　Illumin6Sと、
「イ・シス」lsisとを挙げている。前者は、その「ジャック・カゾット」Jacques　Cazotteの章で言及
しており9）、「火の娘たち」Les　Filles　du　Feuに収められている後老は、アプレイウスの本を主要
な典拠としている。従って、この題名は、ネルヴァルにとってなじみの深いものであると言える。
　さて、リシェは全体の124頁のうち、5頁から75頁までと、120頁から123頁までをネルヴァルのも
のと推定している。それは1章から、V章までと、結語に相当する部分である。各章の題名は、1，
「肉体なき霊魂」〈Une　ame　sans　corps．〉，　IL「人道主義的会議」《S6ance　humanitaire．〉，　IIL「ラ
テン語は何の役に立つか」＜Aquoi　sert　le　latin＞，　IV．「酋長」〈Le　cacique．〉，　V．「オペラ座の舞
踏会」〈Le　bal　de　1’op6ra．〉である。このうち、1章と皿章については、同様の内容を持つ別のテク
ストが知られていた。1章の「肉体なき霊魂」は、「サソ＝ジェルマン伯爵」Le　Comte　de　Saint・
Germainの初稿と見なしうる。皿章の「ラテソ語は何の役に立つか」は、1841年、「ル・プリスム」
誌Le　Pris〃2eにアロイジウスAloysiusという名でジェラールが発表した「同窓生の宴」Les　ban・
quets　d’anciens　6coliersという文章を増補・再編成したものであり、他の三つの章は、今まで知ら
れていなかったものだ、とリシェは言う。
　さて、この物語の内容に対するリシェの簡単な分析に入る前に、このへんで、粗筋だけでもざっと
辿っておいた方が都合がよいと思うので、以下に示すことにしよう。
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　1章の「肉体なき霊魂」は、「サソ＝ジェルマン伯爵」とよく似ている。ド・モラングル侯爵が、
友人ダルマニーの遺骸の前に坐って、死体防腐処理人の来るのを待っている。すると目の前の死体が
息をふきかえし、驚いている侯爵に向かって、自分はべレグリヌス＝プロテウスだと告げる。つま
り、オリンピア広場で焼身自殺した際に、その光景を見ていた少年の一人が窒息して死に、昇天する
はずのべレグリヌスの霊魂が、その少年の肉体の中に転生してしまった。それ以来、16世紀もの間に
わたって、ペレグリヌスの霊魂は、地球上の様々な人種、様々な階層の男女の肉体に転生し続けてき
た。しかもペレグリヌスという名前になる前は、三度変身したかのルキウス（アプレイウス「黄金の
ロバ」の主人公の名前）だったと言う。この生きてもおらず、亡霊でもなく、歴史上の存在でもなけ
れぽ、伝説上のものでもない者は、最後の審判の日に大きな役割を果さなけれぽならないと言い、ド
・モラングル侯爵を案内人として、この時代のフラソスの社会を観察するために、まずデュ・パック
街で行なわれている社会主義者の集会へと出かけてゆく。
　先に皿章の題名S6ance　humanitaireを仮に「人道主義的会議」と訳したが、　humanitarismeと
言えぽ、ユートピア的な、いわゆる危険思想を指すので、当時一般の社会主義者の集会を指すと思われ
る。さて、この集会では演説者が次々に演壇に登って、各自の主張を述べる様が描かれているが、最
初の男の演説はさながらフーリエリスムのパロディである。曰く、国家の顛覆、ファランステールの
設立、チューリップの栽培のみに情熱を燃やすチューリップ主義者、オムレツを作品として完成させ
るオムレツ名人。さらにアナロジーの法則、上昇期4万年、下降期4万年、北極冠、レモネードの海、
また乗り物としての反ライオン、反アザラシ、また32の主要天体間の交信等々にっいて述べ、一番目
の演説者は演壇を降りる。二番目の演説者はマパMapahであって、エヴァダイスム6vadaisme（イ
ヴ＝アダム主義）、つまり簡単に言えぽ二対立の融合の思想を述べ、ナポレオンを礼賛する。この間、
熱狂した聴衆の一人に対して、巡査が騒ぎを聞きつけてやって来るかも知れない、と静粛にするよう
注意する。三番目の演説者は、脳器官を正しく成長させることによって、人間は善人となり、世界は
幸福になるだろうと説き、そこで自分の発明した器官矯正帽を売りつけようとする。ペレグリヌス
は、これらの演説を聞いていたが、自分が紀元前2世紀のアレクサンドリアにいた頃にも、この時代
と同じような改革者たちがいた。しかし時とともにその理論は忘れられてしまった。今日の改革者た
ちも同じ運命をたどるだろう、と言いつつ外へ出るq
　皿章の「ラテン語は何の役に立つか」は、バルバンシ＝学院という学校の同窓生たちの宴会の様子
を描いている。主人公二人（つまり、ド・モラングル侯爵と、別の霊魂の宿った肉体のもとの所有者
・ダルマニー）はこの学校の卒業生である。宴会は、同じ卒業生の一人が経営するレストラソで行な
われる。昔の小学生たちは、今や市議会議員、靴商人、ヴォードヴィル作者、神父等々になbている
が、ペレグリヌスは、ラテソ語の勉強が政界や文学の分野ぽかりでなく、ヴォードヴィル・やメリヤス
業界、演劇、なめし皮商、油取引等々の分野での権威者を生み出したことにただただ驚く。次にレス
トランの主人が、かつて学界に入りながら未だ芽が出ず、今ここのレストラソのコック見習いをし
て、生活をしのいでいるフラソバソという男について述べ、逆境にある彼を助けるために、友情によ
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る献金をしようではないかと言って、小銭を載せる皿を一同にまわす。やがて当の貧乏学者が姿を現
わし、わきあいあいのうちに宴会を終わる。翌日の新聞には、この名士たちの同窓会の記事が載り、
レストラソの住所と、いつでも宴会等の申し込みに応ずる旨告げてあった。そこで侯爵はペレグリヌ
スにこういう。「多分君はたずねるだろうね。レストランの親父に、ラテソ語が何の役に立つのかっ
てね。」
　IV章の「酋長」では、ペレグリヌスが、アイルラソド人の中尉の肉体の中に転生した時の話が語ら
れる。この中尉はロソドンで服毒自殺をし、その結果、ペレグリヌスの霊魂がその肉体に入ったもの
であったが、その境遇はみじめなものだった。そこで、ペレグリヌスはアメリカ・インディアソの酋
長の恰好をして、鳴物入りでパリにやって来た。そして、アメリカ独立戦争に参加した「新世界の英
雄」であるラファイエットに会い、自分はかつてお前と友情のパイプを交わした酋長ピック＝アユパ
＝ルニクロコディルの息子だ、と言って信じこませる。そして、自分の部族を独立させ、自由政体を
持った独立国を作りたい、ついてはその国の憲法草案をラファィエットに作ってほしいと持ちかけ
る。彼の助力によって、銀行家に紹介され、その資金を得て、独立国建設のための公債を発行し、ま
たローマに赴いて、教皇からそのイγディアソの国家に司教区を作ってもらい、その任命権や、また
軍隊等の高位職の権利を売り払ってまんまと莫大な金を手に入れた酋長は、一人でポリネシアに高飛
びし、その地で豪奢な生活を送る。要するに、ヨーロッパ中をペテンにかけた男の話が語られるので
ある。
　V章の「オペラ座の舞踏会」では、主人公二人はオペラ座に出かける。そこで行なわれる舞踏は、
もはや昔の優雅な舞踏会などではなく、熱狂した群衆の「地獄のギャロップ」である。つまり、ギャ
ロップ（二拍子のテソポの速い踊り）を踊りながら旋回し、まるで巨大な蛇のような螺旋を形作るの
である。それは舞踏会と言うよりは、乱痴気騒ぎなのだった。そこを後にすると、今度は演劇の話に
なる。女優も今日では昔とちがって、結婚をするようになり、平凡な生活を送って、美徳を競うよう
になってしまった。女優が単なる人間になってしまったことで、芸術は多くのものを失なった。さら
に、芸術を支えていた大貴族も、銀行家たちに取って代わられてしまい、かつて、現実の人生の中で
舞台の人生を続けさせた、夢のような時代はどこかへ行ってしまった、とド・モラングル伯爵は嘆
く。すると今度は、ペレグリヌスが、過去に見てきた芝居の話を始める。偉大なる世紀のオペラの熱
狂や王室での祝祭の荘麗さ、衣裳や舞台の豪華さと言ったら、今日の比ではない。奇跡の宮廷（中世
にパリや大都市で乞食や泥棒が集まっていた地域）を舞台とする「乞食のバレー」の、乞食たちの衣
裳の見事さときたら、ルイ十四世までもがその衣裳を着て、踊りたがったほどだった、というペレグ
リヌスの話の後、今度はジョルジュ・サソドに対する、やや中傷めいた話に移る。サンドはある日、
ある伯爵から、サソドが編集長をしていた雑誌に、伯爵の作った詩を載せてほしいと頼まれた。労働
者びいきだったサンドは、伯爵でありながら、しかもすぐれた詩人などというものは考えられないと
言って、読みもせずに断った。次の日、伯爵はみすぼらしい紙張り職人の恰好をして、同じことを頼
みに行き、サソドの前で自作の詩を朗読した。するとサンドは大いに賞讃し、詩篇は掲載された。数
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日後、掲載に対する伯爵からの礼状が届き、それ以来サソドは紙張り職人を信用しなくなり、ひそか
に古靴の修理職人を信用するようになった、という話である。
　「結語」においては、ノアの洪水以前の、失なわれた種族を再発見しようとする、考古学者のド・
ブランヴィル氏を耶楡している。この学者のところに、何かの骨一貧乏人のまずしい鍋の中から出
てきたかも知れないような骨一を持って行くと、この骨の断片から、たちまち失なわれてしまった
動物の一体系の理論が出来上がってしまう、といった話であり、文章の最後には、「で、あなたはこ
れを世界と呼ぶのですか」というファウスト博士の言葉が引用され、作品全体が終わる。
　さて、内容に対するリシェの分析であるが、第一章「肉体なき霊魂」と「サソ＝ジュルマソ伯爵」
との比較は、1842年のネルヴァルと1853年のネルヴァルとの隔たりを測り得るものだとし、それは物
語「魔珠の手」（1832）とオペラ・コミック「栄光の手」（1850）との関係と同様、時代が下るにつれ
て、オカルト的な傾向が強くなっていることが分かる、と言う。そして、この「転生」のテーマは、
ネルグァルの作品の他の場所でも見られると言って、「ニコラの告白」Les　Confidences　de　Nicolas
から文章を引用し、さらにバルザックにも同様のテーマがあると言う。
　第二章のフーリエリスムの調刺にっいては、ネルヴァルはおそらくフーリエの著作、とくに「四運
動および一般運命の理論」Th20rie　des　quatre　mouvements　et　des　destin6es　g6n6rαles（1808）と、
「国内農業結社論」Trait6　de　l’association　domestique－agricole（1822）などにざっと目を通し、そ
こから一節を引用・劉窃したに過ぎないだろうと言う。リシェはネルヴァルとフーリエの間に深い結
びつきは認めていないようだ。ただ1854年10月24日付のアソトニー・デシャン宛の手紙に、「奥義に通
じた、ヴェスタル」とあるのを指摘して、これがフーリエのヴェスタルを想起させるとしている10）。
　また、フランスのスウェーデンボリ主義者であるマパ・ガソノー及び弟子のカイヨーについては、
ナポレオソ崇拝との関連について触れ、さらに、ネルヴァルが1845年6月29日付の「ラ・プレス」誌
La　Presseに発表した「知られざる神々」Dieux　inconnusという文の中で、マパとその弟子を耶楡
していることを指摘している。
　リシェの分析はここまでであって、この後には、「黄金のロバ」の1章と皿章が紹介されている。
　さて、リシェのこの文を読んだ限りでは、また現在のプレイヤード版に収録されたテクストを読ん
だ感じでは、この「黄金のロバ」が非常にネルヴァル的な作品であり、随所に後年の作品との関連が
見られるように思われる。特に、第一章「肉体なき霊魂」は、「サソ＝ジェルマソ伯爵」の古い形一
後者には前老にない「ボローニヤの碑文」がつけ加えられている一と見なしうるだろう。また、第
三章「ラテソ語は何の役に立つか」との関連で述べられている、アPイジウス作「同窓生の宴」・一
リシェによれぽ、この文章の作者として、「プリスム」誌の目次にネルヴァルの名が載っている一
は、プレイヤード版の註にその全文が収録されているが、これも、ほぼ同じものと言っていいよう
だ。違う点は、固有名詞が異なっている点と、この宴会が催された経緯一すなわち売り上げの落ち
たレ入トランの主人が、客を呼ぶ手段として、名士たちの集まる同窓会を開くといった内容一、そ
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してラテソ語云々の部分が、ほとんどない点だけであって、その大半が文章そのものも同じである。
どちらかと言えぽ、「プリスム」誌発表形の方が、短いながらもまとまっていて、それを後から、「時
代の異邦人」たるペレグリヌスの眼で見直した、という感じがする。
?
　「黄金のロバ」の1－V章、及び結語をネルヴァルのものとしたリシェに対して、ジェラール・シ
ェフェ＿ルG6rald　Schaefferは、1968年R．　H．　L．　F．に、「ネルヴァルとテクシエ、あるいはペレ
グリヌスからオリブリウスへ」Nerval　et　Texier，　ou　de　P6r6grinusδOlibriusi　i）と題する文章を
発表した。今度は、この文章に従って再検討をしてみよう。
　まずシェフェールは、「粋な放浪生活」の作家たち、すなわちジヱラールやゴーティエらの文学仲
間は、友情にもとついて、そのテーマや考え方、イメージを交換しあっていた。従って、無署名や他
の名前で発表されたテクストの作者を、そのテーマやイメージにもとついて、ア・プリオリに決める
ことは出来ない、と指摘している。そして、実例として、ネルヴァルの署名入りの、ハイネについて
の文が、1858年に刊行された・・イネの本へのゴーティエの序文の中に、基本的に再び見出され、さら
にリシェが、そのゴーティエの原稿を発見した、という事実を挙げている。従bてここでも二人の友
人（ネルヴァルとテクシエ）がともに仕事をしたのであるならば、あまりに寛大にネルヴァルのもの
とされた部分については、プレイヤード版から、取り除くぺきだ、とシェフェールは言う。そしてテ
クシエの層uパリ情景」Tableau　de　Paris12）から、「ネルヴァル的」な文章を引用している。そして特
に、「黄金のロバ」との関連において、二つの作品を並べて引用しているので、ここでもそれを引用
しよう。まずテクシエからの引用。
　巨大な蛇となったギャロップ踊りは、劇場の天井から吊りさげられた、太陽のようなシャソデリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のヤの、幾千という光をうけて輝く、とぐろをほどいていった。
　Le　galop，　serpent　gigantesque，　deroule　ses　anneaux　qui　6tincellent　aux　mille　rayons
des　lustres　suspendus，　comme　autant　de　soleils，　au　firmament　de　la　salle．i3）
次に「黄金のロバ」からの引用を挙げる。
［……］踊り手たちは、ギャロップを踊りながら旋回し、巨大な渦巻を形作った。それはさなが
　　　　　　■　　　　　　　　ら、その輝くとぐろを太陽の下にさらけ出した、巨大な蛇であった。
　［．∴］les　danseurs　tournoyaient　en　galopant　et　formaient　une　spirale　immense；on
aurait　dit　un　g量gantesque　serpent　6talant　au　soleil　ses　anneaux　6tincelants・14）
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さらにシェフェールは引用を続ける。
　観客席を離れて、休憩室へ行ってみたまえ。そこには短い服を着てピエロに扮した女や、肩も露
わな仮装の女たち以上のものがある。諸君は、黒いドミノ仮装服や黒い服の大海の、まっただなか
にいるのだ。一休憩室は、観客席とはまったく逆なのである。公訴人のように重々しく、葬儀屋
のように陰気な紳士たちが、陰謀をもとめて、何時間もさまよい歩いているのだ。「パリ情景」
　Quittez　la　salle　et　transportez－vous　vers　le　foyer．　La，　plus　de　pierrettes　court．v6tues，
plus　de　d6bardeuses　d6co11et6es；vous　etes　au　beau　milieu　d’un　oc6an　de　dominos　noirs
et　d’habit　noirs；－le　foyer　est　l’antithさse　de　la　sa11e．　Des　messieurs　graves　comme
des　notaires　et　sombres　comme　des　croque－morts　se　promさnent　pendant　plusieurs　heures，
査　la　rechenche　de　l’intrigue．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tableau　de　Pa「isis）
　彼らは休憩室にやって来た。場面は一変した。もはや舞踏会場の荒々しい、みだらな激しさはな
かった。ここには仮装以上のものがある。つまり黒い服と押し黙った顔があり、さきほどとは逆
に、際限のない倦怠が、すべての顔をいうどっていた。「さてさて」と侯爵が言った。「あちらに
は・混乱し、汚れ、酔っばらった一群の仮面の人々がおり、こちらには、それぞれの炉辺を後にし
て・代訴人さながらに重々しく歩いてゆく人々がいるわけだ。」　　　　・　　「黄金のロバ」
　Ils　gagnさrent　le　foyer．　La　scさne　avait　chang6：ce　n’6tait　plus　cette　rage　grossiさre　et
d6vergond6e　de　la　salle　de　baL　Ici　plus　de　d6guisements：des　habits　no量rs　et　des　figures
silencieuses；par　contre，　un　ennui　sans　bornes　peint　sur　tous　les　visages．＜Voyez，　dit　Ie
marquis，　la・bas　une　foule　de　masques　barbouill6s，　souill6s，　avin6s；ici，　des　gens　qui
sortent　du　coin　de　leur　feu　et　s’avancent　aussi　graves　que　des　avou6s．》　　」乙’Ane　d’or16）
　シェフェールは、ペレグリヌスとド・モラングル侯爵という二人の主人公については、ネルヴァル
のものであると認め、さらに第一章「肉体なき霊魂」が、「サソ＝ジェルマソ伯爵」の最初の形であ
るというリシェの説を紹介しており、そのことについては否定していない。しかし、第二章以下はテ
クシエの手になるものであって、ささいなヴァリアソトはあるものの、「パリ情景」の最初の形と見
なすことが出来ると言い、そのことは以上に示した比較によって明らかだ、と主張する。そして、
　　　　■　　　　
誠実なテクシエは、1852年の「パリ情景」において、1842年の旧作（「黄金のロバ」）から、自分のも
のだけを持って来たのであって、そこでは、ペレグリヌスとド・モラソグル侯爵の代わりに、オリブ
リウスという主人公がパリで友人と出会って、当時流行していた政治的＝神秘的な教説を見聞するこ
とになっている、と説明する。シェフェールは第二章「人道主義的会議」についても、比較してい
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る。それも以下に引用しよう。
テクシエ：
彼らが広間の中に入ると、男女の入り混った数多くの人々の姿が見えた。これ’らの人間じみた雌ラ
イオソたちのある者は、疲れ蒼ざめたその顔色の上に、徹夜の宴会のあとをとどめていた。
L。rsqu’ils　ent・さ・ent　d・n・1a　salle，　ils　virent　un　publ孟・n・mb・eux・・mp・・6　d’h・mmes　et
de　femmes．　Quelques・unes　de　ces　lionnes　humanitaires　porta圭ent　sur　les　traits　de　leurs
visage　palis　et　fatigu6s　les　traces　du　banquet　de　la　veille．17）
「ネルヴァル」：
彼らが広間の中へ入ると、男女の入り混った数多くの人々の姿が見えた。これらの人間じみた雌ラ
イオンたちのある者は、蒼ざめたその顔色の上に、徹夜の舞踏会の疲労のあとをとどめていた。
（初めの部分からsur　les　traitsまで同じ。それ以下は）de　leur　visage　pali　les　traces　de
fatigue　du　bal　de　la　veille．18）
　「舞踏会」ba1が「宴会」banquetになっているが、テクシエの方が状況によりよく合っている。
なぜなら、二人の人間は、社会主義の集会にやって来たからだ、とシェフェールは言う。
　さらにテクシエは、その著作「パリ情景」の中で、ネルヴァルとその作品「東方紀行」Voyage　en
Orientについて語っており、従って、テクシエがその友人の文章を剰窃することなど考えられない・
としている。
　シェフェールの結論は、要するに、第一章は別にして、「黄金のロバ」の大部分はテクシエのもの
である、ということだ。特に第二章「人道主義的会議」の全部19）と、，第五章「オペラ座の舞i踏会」の
描写的な部分、つまりオペラ座での物語については、はっきりテクシエのものとしている。第五章の
最後にある、ジョルジュ・サソドに対する「中傷めいた」逸話も、ネルヴァルのものではないと主張
する。その例証として、リシェの発表した1853年11月22日付ジョルジュ・サソド宛の、ネルヴァルの
手紙20）を引用している。「それにしても、久しく私はあなたを愛してまいりました。ただ同じように
偉大なもうひとりの女性ほどにではありませんが。……ここに、私を思い出していただくために、十
年前の同じ日に、あなたに宛てて書いたソネがあります。敵だか味方だか、だれかの手先が、おそら
くこれを横領したのでしょう。」21）このように書いているジェラールにとって、サソドに対する中傷や
耶楡は、不愉快なものであろう、とシェフェールは言う。
　第三章「ラテン語は何の役に立つか」と第四章「酋長」の一シェフェールによれぽ「凡庸な」一
部分については、「パリ情景」には見られない、と言い、おそらくリシェの言うように、ウーセーか、
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あるいはテクシエの他の著作からとったものかも知れない、としている。
　ここで第三章について、シェフェールが言及していないのはやや奇妙な気がする。なぜなら、すで
にリシェの文章で、その古い形の「同窓生の宴」が紹介されており、その内容も、全く同じ部分がか
なりあるからだ。シェフェールは、「同窓生の宴」を見ていないのだろうか、それとも故意に触れて
いないのか、やや不思議に思われる。
　そして「結語」の部分については、テーマはネルヴァル的一大洪水以前の世界一であり、ファ
ウスト博士の引用で終わっているが、その皮肉な調子は、ネルヴァル的でないとしている。シェフェ
ールは、「黄金のロバ」の大部分をエドモソ・テクシエに委ねるべきで、しかもそうしたところで、
たいした後悔の念も湧かない、と言うのである。
　以上が、シェフェールの文章の要旨であるが、ここで、リシェとシェフェールの論点を整理してみ
よう。
　1・　「黄金のロバ」は、テクシエだけの手になるものではなく、テクシエとネルヴァル（あるいは
　　ウーセー）の共作である、とする点では一致している。
　2．　リシェは、そのうちの1－V章と、結語をネルヴァルのものとする。特に、1章と皿章につい
　　ては、ヴァリアソトがある、とする。
　3．　シェフェールは、そのうちの1章、および主人公をネルヴァルのものとし、残りの大部分をテ
　　クシエ（あるいはウーセー）のものとする。特ec　ll章と、　V章については、（テクシエの）ヴァ
　　リアシトがある、とする。
　要するに、「黄金のロバ」のll－V章がネルヴァルのものか否かが問題なのである。
　次にプレイヤード版の註にリシェが付した、シェフェールに対する簡単な反論をあげておこう。そ
れによれば、シェフェールの疑義提出にもかかわらず、．「黄金のロバ」の冒頭は、たしかにネルヴァ
ルのものである。また、テクシエがネルヴァルの文章を劇窃したという事実を認めるためには、次の
ことを見れぽ十分である。つまり、テクシエは「ケン玉の思い出」M6moires　de　Bilboquet（1853年、
全三巻）において、1841年以来「ル・プリスム」誌にネルヴァルの名前で一先のリシェの文章によ
れぽ、正確にはアロイジウスという名前で（ネルヴァルの名は目録に載っているはずだ）一発表さ
れた「同窓生の宴」を剰窃している。さらに、この本にはネルヴァルから借りたものが沢山ある22）、
としている。つまり、シェフェールがテクシエの作品の中に見出せなかった第三章にあたる部分を、
逆にリシェがテクシエの他の著作の中に見つけたわけだ。
　「黄金のロバ」のll－V章の文章とよく似た文章が、テクシエのi著作にあることは事実だろう。こ
れを一方のシェフェールは、その文がテクシエのものである証拠として挙げ、他方のリシェは、テク
シエがネルヴァルの文章を剰窃した証拠として挙げている。これでは、この事実のみから、結論を引
き出すのは無理である。筆者としても、安易に結論めいたことを言うことはできず、この議論には困
惑するぼかりである。
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?　ただ以下に筆者の感想をつけ加えることにしよう。「黄金のロバ」が、ネルヴァル研究の重要な資
料であることに変わりはない。シェフェールが戒めていることからも分かるように、一読して、ひじ
ょうにネルヴァル的な作品であると思う。まるで、晩年のネルヴァルの作品を知っている誰かが、ネ
ルヴァルのパロディを書いたような気さえするほどの一勿論1842年という時点では到底不可能だが
一「ネルヴァル的」作品である。シェフェールの言うように、「ネルヴァル的」であるからと言っ
て、それがネルヴァルの手になるという証拠にはならないが、「黄金のロバ」の中で、ネルヴァルの
他の文章を想起させる部分をいくつか述べてみようと思う。
　第一章は言うまでもなく、「サソ＝ジェルマソ伯爵」を想起させるが、魂の転生については、「赤い
予言者たち」Les　ProPhe’tes　rouges（1850）にこういう文章がある。「（・・…・）ピエール・ルルーがキ
リスト教に対置したいと思っている信仰の根本的基盤iは、創造されることなく始源より永劫に存続し
　　　　　　　　Jマニテ完成を期し得る『人類』なのだ。この結果として、一つの魂は、この地上の世界へ繰り返し出現し続
けることによって、自らを完成して行くのである。」23）この文章は、「黄金のロバ」のテーマとも言う
ぺきものだろう。
　次に、フーリエリスムについては、ネルヴァルはさほど頻繁に言及しているわけではないが、同じ
「赤い予言者たち」に次のような文がある。「フリーエこそ正真正銘の予言者だった。（……）尻尾の
ことや、レモネードに変じた『大洋』のことや、反＝ライオンのことを別にすれぽ、コンシデラソに
よって説かれたフーリエの教説は、とりわけフラソス革命の汎神論哲学の思想の返り咲きである。」24）
だが、こうした引用よりも、第二章全般との関連で想起されるのは、「シルヴィ」Sylvie（1853）の次
のような一節だろう。「その頃私たちは、ふつう革命のあとや、偉大な治世の衰微のあとにやってく
る一種異様な時代に生きていた。（……）それは活気、躊躇と怠惰、輝かしい理想境への夢想、哲学
的または宗教的な憧憬、本来の自己の再生へのある種の本能的な予感が交ったとりとめもない熱狂、
そうにいったものが一つに混ざり合って、一なにかしらべレグリヌスやアプレイウスの頃を思わせ
る時代だったのである。」25）第二章はまさしく、そういう時代の一面を描写したものである。そして主
人公のペレグリヌスは、自分の昔の記億をよみがえらそうとしている。また、マパの演説の途中で
の、巡査が来るかも知れない云々は、今引用した「シルヴィ」の一節のすぐ後に出てくるフン族やコ
サック族云々という部分を思わせるだろう。
　第三章、第四章もネルヴァル的な感じはするが、それよりも、第五章の演劇についての二人の会話
に興味を引かれる。奇跡の宮廷を舞台とする「乞食のバレー」はゴナソ親方の「阿呆の王」Le　Princρ
des　Sotsを思わせるが、それは別として、ワットー云々の部分を以下に引用してみたい。
　「もっとも不思議な色調の中から選び抜かれたニュアソスに富む、ワットーの地平線、茜色の夕
陽、青味をおびた森、淡い薔薇色の水辺、繍子の帆を張り、薔薇の花つな飾りをつけた黄金色の小
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舟、そして恋する波が、湖の鏡面の上を戯れながら小舟の後を追ってゆく。そのような時、そこに
こそ注目に値する光景があることが分かるだろう。」
　〈（・…、des　horizons　de　Watteau，　aux　nuances　choisies　parmi　les　tons　les　plus　6tranges，
，des　soleils　couchants　violets，　des　arbres　bleus，　des　eaux　d’un　rose　tendre，　des　barques
dor6es　aux　guirlandes　de　roses，　aux　voiles　de　satin，　qu’un　flot　d’amours　poUrsuivait　en
se　jouant　sur　le　miroir　des　lacs，　alors　on　comprend　que　c’6tait　la　un　spectacle　digne
d’attention！＞26）
　まるで散文詩のように美しい一節だ。拙ない訳などではなく、原文で読んでいただきたい。夕暮れ
の青味をおびた森の緑、そして茜色の夕陽が染め出す薔薇色、この色の配合はまさしくネルヴァルの
ものではなかったろうか。「シルヴィ」を読んだことのある人ならば、ただちにその第四章「シテー
ルへの旅」1γ．－Un　Voyage∂Cythbreを思い出すだろう。以下にその一部を引用する。
　舟で湖を渡るという企画は、たぶん、ヴァトーの『シテールへの旅』を彷彿させようとして発案
されたことだったのだろう。（……）車ではこぼれて来た祭典の巨大な花束がおろされて、大きな
舟の上にすえられた。（……）そして、さんざしの藪や列柱や明るい葉むらが夕陽に赤々と染まっ
ている島の岸辺と舟との問にひろがる静かな湖水の面には、古き時代を今によみがえらせる優雅な
祭列の影が映っているのだった27）。
　シェフェールとしては、この部分をもテクシエのものと言っているわけではない。しかし「黄金の
ロバ」の冒頭の部分は別として、残りの大部分をテクシエ・のものとしても措しくはないと言う。筆者
としては、やはり惜しいと思う。それは、今引用した部分だけ取り上げてみてもそう思われる。
　ところでエドモソ・テクシエと言えば、例の「オートル・シメール」Autres　Chimbresの詩六編
の書かれた、日付不明・宛先人不明の手紙28）の、受け取り人とも目されている人である。ジャソ・ギ
ョームJean　Guillaumeは、ゴーティエに宛てたものと推定したが、後にテクシエ宛てとする説が
出てきた。この手紙には「マダム・サソドに」AMade　Sandという詩篇が載っている。そこで先ほ
どシェフェールの引用したサンド宛のネルヴァルの書簡（註21参照）を思い出してみよう。そこには
奇妙な言葉があった。「十年前の同じ日に、あなたにあてて書いたソネがあります。敵だか味方だか、
だれかの手先が、おそらくこれを横領したのでしょう。」21）「マダム・サソドに」という詩は生前発表
されず、1924年「フィガロ」紙・Le　Figaroに初めて掲載された。誰かが横領した、などというネル
ヴァルの言葉自体奇妙なもので、単純に信用するわけにはいかない。しかし、シェフェールが「誠実
な」と形容するテクシエを、・リシェは、ネルヴァルの文章を剥窃した人間だと非難する。悪く考えれ
ぽ、「マダム・サγドに」という詩篇を「横領した」のはテクシエかも……いや、これだけのことを
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もとに、そう言うのは全くの空想である。だいたい、テクシエは、ネルヴァルの精神的な危機の時代
に、ネルヴァルの面倒を見てくれた友人である。もしかすると、仮にテクシエがネルヴァルの文章を
使ったとしても、それに対するネルヴァルの同意があったとも考えられるだろう。当時大作家でも
なかった、この青春時代からの二人の友人が、融通しあったとしても、別に驚くべきこととは言えな
い。仮にそうだと仮定すると、事態は一層困難になり、問題は袋小路に入ってしまうが、いずれにし
てもネルヴァルとテクシエの共作になる「黄金のPバ」が、ネルヴァルの文学活動における重要な資
料であることに変わりはないはずである。
　「黄金のロバ」がプレイヤード版に収録されて以来、前にも述ぺたように、一般にはネルヴァルの
ものと考えられるようになってきている。だが、すでに報じられているように、今度プレイヤード版
の編者がリシェからギョームに変わることになった。ギョーム編「ネルヴァル作品集」は未だ刊行さ
れていないが、その中で「黄金のロバ」がどのような取り扱いを受けるか、大きな興味とともに注目
していきたい。
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